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近

世

新

田

の

一

異

例

･･･
1
=.相
和
m
帯

徹
俵
屋
新
円
の
歴
史
地
坪
的
考
察

-

I

米

倉

二

郎

作
11
.
位
良
新
川
の
成
･:j
と
数
展
｡
二
､
位
郎
新
川
の
分
祢
と
そ
の
耕
地
｡
三
､
依
願
新
=
に
於
け
る
射
拓
｡
蛸
'
依
屋
新
川
に
於
け
る
新
町
｡

放
言
｡

序

大
阪
府
泉
南
那
佐
野
町
の
南
約
二
粁
ほ
俵
屋
と
云
ふ
村
が
あ
る
｡.
現
在
は
日
根
野
村
の

一
大
字
で
あ
る
が
､
此
虞

が
今
述
べ
止
す
と
る
俵
屋
新
田
の
本
接
で
あ
る
.
元
来
'
新
田
は
恨
令
そ
の
面
積
が
如
何
程
戯
大
で
あ
っ
て
も
'

一

箇
所
に
纏
っ
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
､
本
新
田
は
六
拾
町
足
ら
ず
の
紙
面
積
で
あ
-
在
が
ら
､
啓
時
の
十
七
ケ

相
に
散
在
し
て
ゐ
た
も
の
で
ー
俵
屋
新
円
と
は
そ
の
総
柄
で
あ
っ
た
.
又
､
新
円
と
は
蔑
ん
で
字
の
如
-
､
新
し
-

開
敬
さ
れ
た
田
畑
惹

5'
で
は
､
そ
こ
に
督
せ
れ
ね
村
落
を
79
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
'
本
新
田
は
放
て
は
更
に
市
術

地
の
計
豊
を
79
包
含
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
斯
-
の
如
-
､

.J
般
新
田
の
概
念
に
鼎
反
す
る
内
容
を
持
っ
た
本
新
m

は
近
世
新
BH
の

一
異
例
と
云
は
る
べ

き
で
あ
ら
う
｡

本
新
田-1
に
的
す
る
資
料
は
俵
屋
新
川
の
衝
尻
尾
で
あ
-
現
在
日
根
野
村
長
を
務
め
ら
る
･J
菊
政
治
氏
の
所
就
け
拘



る
｡
閲
増
し
袖
ね
も
の
は
ー
そ
の

1
部
分
で
あ
っ
て
ー
冊
多
-
の
資
料
は
倉
庫
内
に
残
さ
れ
て
あ
る
と
の
卯
で
あ
る
｡

そ
れ
ら
を
誼
-
整
地
し
た
上
で
の
精
細
在
る
鍵
蹄
史
的
研
究
は
之
を
尊
門
牽
徒
の
研
鋤
に
待
つ
轟
と
し
て
'
此
虞
で

は
検
地
帳
を
基
礎
と
し
て
ー
新
田
の
歴
史
地
排
的
春
寒
を
究
明
し
た

い
と
E
･3
ふ
｡
云
ふ
迄
も
夜
-
､
検
地
帳
は
近
世

に
朗
す
る
澱
も
正
確
在
る
統
計
資
料
の

.l
っ
で
あ
っ
て

従
来
多
-
は
経
済
史
家
に
よ
っ
て
利
用

さ
れ
て
ゐ
る
が
'

(1
)

歴
史
地
班
的
観
郵
よ
か
し
て
も
大

い
に
重
要
視
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
｡
東
京
文
坪
大
の
内
田
助
数
投
は
夙
に
之
を

括
用

ruれ
て
､
優
秀
在
る
論
者
を
教
表
さ
れ
て
ゐ
る
｡
本
稿
は
諸
先
導
の
啓
敬
に
ょ
つ
て
'
聾
者
が
試
み
た

一
つ
の

習
作
で
あ
っ
て
､
主
に
栄
藤
を
問
題
と
し
た
79
の
で
あ
る
が
､
資
料
の
取
扱
上
其
他
に
於
て
'
種
々
の
筑
静
を
犯
し

て
ゐ
る
か
も
し
れ
な

い
o
大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
事
を
称
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
｡

談
G
)内
川
光

一

和
･jZ
の
緋
耕
地
靴
に
捌
す
る
研
究
'
昭
利
八
年

耕
地
鑑
別
紳
介
の
仰
向
に
つ
い
て
､
大
媒
地
排
撃
論
文
払
妨
三
桝
､
昭
利
九
中

流
赦
野
の
計
弧
的
開
拓

の
1
例
'
大
獄
地
批
串
論
文
鵜
妨
凹
桝
､
哨
和
九
舛

1

俵
屋
新
任~
の
閑
磯
は
穂
川
三
代
賂
軍
家
光
の
時
代
'
正
保
三
年
(
西
暦

一
六
四
五
)
よ
-
始
め
ら
れ
カ
も
の
で
'
粧

せ
新
m
と
し
て
は
此
校
的
i;
い
79
の
で
あ
る
｡
開
敬
老
は
新
田
名
に
よ
っ
て
も
略
想
像
さ
れ
る
如
-
'
俵
屋
次
郎
右

術
門
と
云
ふ
人
で
'
和
親
岸
和
旧
藩
主
岡
部
侯
が
'
兜
永
十
七
年
入
府
せ
る
時
随
従
し
て
衆
力
武
士
と
も
云
以
'
有

力
な
る
町
人
で
あ
っ
た
と
払
二
芸
は
れ
､
岸
和
m
餌
内
峯
閑
地
悶
磯
の
特
槽
を
附
輿
n
れ
ね
と
侍

へ
ら
れ
て
ゐ
る
O
俵

屋
は
捕
す
る
僻
貨
在
る
史
料
を
秋
ぐ
は
遺
憾
で
あ
る
が
t
pJ
の
朗
侍
は
僧
ぜ
ら
る
ベ
p
Jも
の
で
あ
ら
う
.

近
世
新
川
の
一
曲
例

二王

二
九



地

球

第

二
十
三
谷

鮮

開

披

毒

7

三
〇

正
保
二
年
よ
旦
二
年
た
っ

て､
慶
安
元
年
は
､
本
新
川
敢
初
の
検
地
が
行
は
れ
た
｡
鍬
下
年
季
は
三
年
で
あ
っ
た

雄
と
は
は
れ
る
｡
rJ
の
慶
安
元
年
検
地
帳
の
謁
を
見
る
ほ
'
次
郎
右
衛
門
に
次
い
で
､
八
兵
衛
､
四
郎
冶
術
門
.
忠

右
衛
門
も
善
七
の
四
人
の
持
分
が
朝
皆
多
数
に
上
っ
て
ゐ
る
｡
賛
永
三
年
の
｢
泉
州
円
状
郡
蔵
屋
新
里
向
割
｣
に
は
､

そ
の
冒
頭
に
'
聖
永
ほ
至
る
新
H
の
沿
革
が
摘
蝕
n
れ

てゐ
る
が
､
月
事

四
年
､
新
田
の
石
高
改
め
に
際
し
て
提
出

せ
る
願
強
に
は
俵
屋
新
m
柑
庄
屋
次
郎
右
衛
門
'
年
寄
典
市
兵
衛
'
同
仁
右
衛
門
､
同
太
兵
衛
､
同
太
郎
兵
衛
が
連

署
し
て
ゐ
る
｡
薯
僻
五
年
の
｢
俵
屋
新
日
永
帳
｣
は
新
円
の
田
畑
産
米
が
混
乱
し
た
為
に
､
補
係
諸
相
の
托
屋
に
命
じ

て
､
を
の
補
調
査
を
な
rJし
め
た
も
の
で
あ
る
が
.
そ
の
沓
式
は
､
元
新
宥
衛
門
名
前
(
二

.i
町
飴
)
'輿
市
兵
衛
名
前

(
約
九
町
)'
大
兵
据
名
前
(
九
町
八
反
)
ー
善
作
名
前
(
五
町
六
反
)､
太
郎
兵
衛
名
前
(
一
〇
町
立
反
)ー
元
四
人
小
前

(約
三
反
)
は
分
っ
て
､
そ
の
所
属
m
畑
屋
敷
を
藩
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
｡
相
賀
暦
十
年
の

｢
川
畑
譲
与
背
丈
並
質

物
入
電
文
加
印
控
(
三
右
衛
門
分
路
)､
ほ
よ
れ
ば
､
典
市
兵
衛
株
､
太
兵
衛
株
､
太
郎
兵
衛
株
.
善
作
株
､小
ま

へ
株

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
｡
之
等
ほ
よ
っ
で
､
俵
屋
新
刑
は
俵
屋
次
郎
右
衛
門
を
盟
主
と
し
て
.
八
兵
衛
､
四
郎
右
衛
門
'

(-)

忠
右
衛
門
'
聾
七
等
の
協
同
の
寸

は
開
か
れ
た
も
の
で
､
表
面
は
俵
屋
の
畢

一
支
配
式
の
形
態
で
あ
る
が
内
容
に
於

で
は
組
4
1式
の
新
E
開
磯
で
あ
っ
た
却
が
わ
か
る
｡

俵
尾
に
協
同
し
た
四
家
の
出
身
も
充
分
に
は
判
別
し
な

い
が
'
後
の
太
兵
衛
は
佐
野
の
郷
士
菊
左
近
の
子
孫
で
あ

(け])

る
と
云
は
れ
､
善
作
､
太
郎
兵
衛
も
同
じ
-
佐
野
の
有
力
者
で
あ
っ
た
ら

し

い

｡
つ
ま
-
藩
主
側
近
の
俵
屋
が
地
方

の
土
豪
数
人
と
語
ら
っ
て
､
資
力
を
(=
せ
､
小
作
人
を
招
致
し
て
関
数
し
た
の
が
本
新
円
で
あ
っ
た
｡
従
っ
て
新
田

の
田
畑
は
前
記
畢
庫
の
水
根
に
よ
っ
て

も
想
像
ru
折
る
如
-
殆
ル
ビ
余
部
国
賓
者
の
閏
で
分
割
ru
れ
､
そ
の

山
部
介



が
小
作
人
の
所
有
す
る
塵
と
な
つ
LJ
の
で
あ
る
O

又
彼
等
の
子
孫
は
時
代
は
よ
っ
tJ
多
少
登

別
を
改
め
た
媒
で
あ
る
が
､
(
例

へ
ば
次
郎
右
衛
門
の
子
孫
は
後
に
新
右

鞘
門
む
栴
し
､
八
兵
衛
･
四
郎
右
衛
門
､
忠
右
衛
門
､
善
七
は
､
奥
村
兵
衛
､
太
兵
衛
､
太
郎
兵
衛
､
善
作
の
皿
先
で

あ
ら
う
｡
)

代
々
庄
屈
或
は
年
寄
を
世
襲
し
て
村
の
代
表
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
事
が
想
像
ru
れ
る
｡
銅
､
新
右
衛
門
の

子
孫
は
畢
解
式
年
以
前
に
･
家
運
が
左
前
と
な
つ
琴
ら
し
-
､
其
の
後
続
屋
は
太
兵
術
が
務

ひ
る
事
と
な
-
､
文
典

心
兵
衛
の
後
も
,
何
時
し
か
投
落
し
去
っ
た
も
の
～
如
-
で
あ
っ
V
,
今
日
俵
屋
新
田
の
準
分
と
し
て
は
'太
兵
衛
､

太
郎

兵
衛

ー
新
石

棺

門

､
善
作
の
E
I
q
家
が
記
憶
ru机

でゐ
る
｡

,J
の
間
､

新
関
の
新

地
の
多
-
が
佐
野
の
豪
商
食
野
に
入
質
さ
れ
て
居
-
､
そ
れ
が
配
に
大
阪
の
商
人
は
極
々
し

た
弗
が
竃
文
に
ょ
つ
て
明
か
で
あ
る
0
明
治
に
在
っ
て
E
I畑
頁
買
の
禁
が
胴
か
れ
る
や
､
俵
屋
の
耕
地
の
大
部
分
が

他
町
村
地
主
の
手
に
蹄
し
太
郎
兵
衛
'
善
作
の
跡
も
零
落
L
V
P
只
太
兵
衛
の
跡
の
み
が
骨
の
地
位
を
維
持
し
て
ゐ

る
○慶

安

元
年
の
検
地
帳
寛
に
よ
れ
ば
､
田
畑
惣
育
三
拾
式
町
四
竺

畝
十

1義

で
あ
-
､
を
の
分
米
惣
各
式
百
八
拾

四
石
三
斗
式
升
で
あ
っ
た
｡
そ
の
内
'
高
武
官
四
拾
三
石
三
斗

-2
升
は
成
年
起
(
iE
保
三
年
)
で
あ
-
二
偽
四
拾
珪
石

蝕
が
千
年
起
(
慶
安
元
年
)
で
あ
っ
た
｡
即
､
新
田
の
大
部
分
は
開
磯
の
初
年
に
既
に
成
立
し
た
も
の
で
､
以
後
小
許

の
新
地
が
附
加
ruれ
て
行
っ
た
事
と
偲
ば
れ
る
0
甫
治
式
年
及
蒐
些

亮

の
黒
印
状

豊

別
記
蟹
永
二
年
の
高
割
及
賛

層
五
年
の
水
帳
等
に
ょ
っ
て

苗
治
二
年
よ
み
光
雲

尋

に
至
る
新
関
の
慧

同
は
畑
屋
敷
<
=
し
て
'
式
町
五
反
八
畝

拍
九
碁
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
そ
の

一
つ
は
.
俵
屋
次
郎
右
裾
門
に
ょ
る
佐
野
北
鵜
に
於
け
る
潰
麗
し
で
あ
わ
､
他
の

虹
≠
新

川
の

完

側

室

≡



地

球

碑
二
十
三
怨

節
四
拙

宅
脚

-三
二

一
つ
は
年
寄
四
人
の
請
負
に
な
る
日
根
野
柑
欄
内
の
畑
開
磯
で
あ
っ
た
.
斯
-
て
新
田
の
反
別
惣
各
三
拾
五
町
､
高

三
百
石
は
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
産
蟹
六
年
は
Ⅲ

fLt
反
三
畝
九
歩
､
垂

皐
三
年
に
田
四
反
を
翰
卸
す
る
は
過

ぎ
な
か
っ
た
.
塵
が
同
年
､
隣
村
日
根
野
相
の
本
田
九
町
歩
を
つ
ぶ
し
て
､
俵
屋
新
田
の
溜
池
を
集
成

(
第

1
間
農

線
は
囲
ま
れ
た
二
つ
の
溜
池
が
そ
れ
)
す
る
事
が
許
rbれ
､
縄
靴
の
優
を
得
た
馬
は
田
畑
武
給

7
町
立
反

一
畝
拾
七

歩
を
増
加
す
る
ほ
至
っ
た
｡
か
-
て
池
床
と
在
っ
た
本
円
高
を
日
根
野
相
は
放
て
引

い
た
代
償
を
合
し
て
'

一
馨
は

高
五
百
着
は
進
め
ら
れ
た
｡
光
も
年
賀
の
-
-
カ
(
税
率
)
は
以
前
四
ヅ
取
の
も
の
が
三
ツ
ほ
逓
減
さ
れ
ね
か
ら
.
年

貢
三
十
着
の
槍
加
を
見
な
の
み
で
あ
る
か
ら
漕
既
の
優
を
得
た
2/
け
結
局
は
利
益
で
あ
っ
た
と
息
は
れ
る
｡
か
-
て

以
後
田
畑
五
拾
七
町
五
反
高
五
官
石
を
以
て
明
治
維
新
は
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
｡

批
①
柳
川
槻
男

IE
本
腰
代
兜

三
〇
許

昭
利
六
年

｢
①
菊
政
治
氏
談

二

俵
屋
新
附
は
第

一
間
(
大
小
置
時
代
の
俵
屋
新
円
地
籍
間
は
よ
っ
て
作
る
0
翻
数
ヶ
所
来
者
定
､
間
中
の
異
動
は
面

積
狭
少
在
る
も
の
･･J
位
置
聖

ボ
す
)
及
第

一
宏
は
示
さ
る
㌧
如
-
､
相
和
m
以
南
の
泉
南
郡
各
地
は
散
在
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
｡
併
し
な
が
ら
､
慶
安
静
時
五
町
(貞
革
四
年
以
後
十
町
)
以
上
の
面
積
に
及
ん
だ
も
の
は
'
日
放
野
村
領

の
八
町

(
垂
皐
以
後
約
十
四
町
.
以
下
靖
弧
内
は
月
事
以
後
)
佐
野
相
磯
五
町
七
反

(
十

一
町
)
長
池
村
欄
七
町
七
反

(
十
九
町
)
の
三
ヶ
所
で
あ
っ
て
､
し
か
79
そ
の
新
地
の
大
部
分
は
'
三
相
の
交
界
地
在
る
現
在
の
俵
屋
附
近
ほ
集
合

し
て
屠

-
､
三
者
を
倉
す
れ
ば
俵
屋
新
田
全
面
積
の
三
分
ノ
二
(
五
分
ノ
四
)
は
揺
す
る
も
の
で
あ
っ
た
0
そ
の
他
で



節 一一･問 俵 屋 新 rll分 布 聞

沈
北
新
川
の
一
端
倒



地

紋

姉

二
十
三
番

鈎
的
披

遥

六

三
四

総計ニ1ヽ 新 館 北 岡 槻 柘 肺 倍 大 相 違 r.yJ]安 佐 津 TL 日 村名年 節衣典

村 村 相 手描 慧 認 諾 琵 ;Lさ,:.5FJ:;-.芸 荒 業;'JtJr:lijl.描衣 川 一二l･I-ムL.l-ふ一一.a.-r..L.-I-.- .I.ふ. -.二■.A..-r一Jb.
糾 伽 鋤 -I-'1二llm lJft桝 lIlpt銃 創 1'11僻 ii.lll1-1糾 lJ.1.16L'l こ欠

- エ ー -ヒ 荻 八 郎 壁

空 ヽ ヽ ヽ ヽO ニ O =O 六 九 _--=-_ E_,.g .1..八 三 岩 荒 三 石 呂 ○ 璽

⊂ヽ) 望 宍 呂 岩 ≡ 宗 呂 ,完 ,完 岩 9-i. 昌 =_三 三 三 三iJ;JL:年

藍ヽ 二 三 一 一 JtJ 三nTT鮮 屋新
lrtnrLヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽプ1 .-,〕 三 Jt.三 - 八 5U_克 蒜 ,7{ 望 9 版読 川

J I I完 宗 Jq 詩 宗 g r 克 l 這 完 呈 3 三d,年 皮刺衣

三桝新 rTTL] 町他堀 伽考

JSt地衣本 四に村
あのの ､ 反位と
lJ代各北 田野 な

り村野 畝斬 る
にに ､ あ町

牧於台 1)描
野け見 放
村る､ 〉

は
馬
場
相
聞
の
三
町
五
反
､
樽
井
の
二
町
四
反
､
晒
代
の

約
二
町
が
舟
場
ぎ
､
そ
れ
以
外
の
訊
相
で
は
何
れ
も

一
町

未
満
で
あ
っ
た
｡

俵
屋
新
田
の
自
然
地
排
的
分
布
を
見
る
ほ
自
ら
､
三

つ

の
地
域
は
分
か
れ
て
ゐ
る
｡
第

7
に
は
現
在
の
俵
屋
､

岡

津
場
附
近
等
の
如
-
牢
野
内
は
散
在
す
る
79
の
､
第
二
に

は
樫
井
川
'
金
熊
寺
川
等
の
沿
岸
は
あ
る
も
の
､
姉
三
に

は
､
貝
塚
'
佐
野
'
樽
井
等
の
大
阪
轡
岸
渚
町
村
に
於
け

る
横
地
で
あ
る
｡

由
雄
和
泉
の
大
阪
轡
岸
地
帯
は
洪
積
層
の
聴
連
薯
-
､

小
河
川
沿
岸
の
沖
積
暦
地
を
除
け
ば
殆
ん
ど
甑
母
線
迄
骨

洪
積
層
で
あ
る
O
洪
積
層
地
の
開
襟
が
沖
積
地
の
そ
れ
に

遅
れ
る
の
は
､
我
問

l
舷
の
傾
向
で
あ
っ
て
.
近
世
は
入

っ
て
か
ら
始
め
で
新
田
が
開
け
た
も
の
が
多
数
で
あ
る
｡

然
る
に
､
和
泉
は
於
で
は
人
文
の
教
壇
極
め
て
古
-
'
従
っ

て
洪
積
層
原
野
の
閑
静
も
早
-
よ
-
着
手
さ
れ
て
ゐ
る
｡

(-
)

日
根
野
は
上
代
に
移
任
し
凍
っ
た
新
罪
人
に
よ
っ
て
大
塊



棟
は
開
拓
を
始
め
ら
れ
し
も
の
!
如
-
ー
垂
仁
史
子
十九
十
竣
赦
命
の
作
ら
せ
給
ふ
た
茅
汚
池
も
rJ
の
附
近
は
あ
つ
ね

郭
と
想
像
ru
れ
る
｡
沖
積
層
地
で
は
榛
里
の
遺
構
73,別
暁
は
認
め
ら
れ
る
｡
下
っ
て
荘
園
時
代
に
入
れ
ば
樫
井
川
的

=.1T
を
中
心
と
し
て
長
瀧
非
､佐
野
州
櫓
律
に
中
油
肢
が
起
ruれ
､
日
収
野
弗
と
鼎
立
し
て
､
開
拓
が
進
ん
だ
事
で
あ
ら

う
｡
そ
れ
で
も
乙
の
三
姑
の
交
邪
地
域
に
は
荷
洪
積
層
以
野
が
戎
布
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ

て'
之
を
開
磯
し
た
の
が

即
.
俵
屋
新
田
の
本
城
を
覆
す
塵
で
あ
る
｡
こ
の
他
で
は
､
常
で
の
侶
連
荘
内
観
市
場
附
近
ほ
欄
集
固
し
て
ゐ
る
の

む
除
け
ば
何
れ
も
小
面
精
で
p
既
新
地
の
間
に
散
在
し
て
ゐ
た
荒
燕
地
を
開
墾
し
た
も
の
で
あ
る
｡
洪
積
層
地
に
於

け
る
新
旧
の
散
在
は
何
れ
の
地
方
に
於
で
も
見
ら
れ
る
事
で
あ
る
が
､
そ
れ
は
頂
野
や
新
木
林
の
間
は
鮎
在
せ
る
も

の
で
あ
っ
て
p
開
拓
の
初
期
を

ホ
す
も
の
で
あ
る
が
､
本
地
域
に
於
け
る
俵
屋
新
任~
の
散
在
は
'
既
耕
地
間
に
遺
棄

さ
れ
て
ゐ
ね
零
細
夜
荒
地
を
開

き
終

へ
で
出
水
上
っ
た
も
の
で
､
開
拓
の
終
期
堅

ボ
す
も
の
で
あ
る
｡
之
は
叉
和
泉

に
於
け
る
土
地
の
利
用
が
非
常
に
基
約
化
し
て
ゐ
た
新
教
物
語
る
で
あ
ら
う
｡

姉
二
の
川
荒
地
の
開
墾
は
説
明
す
る
迄
73:な

い
薪
で
あ
る
0
第
三
の
潰
荒
地
は
'
大
阪
轡
岸
地
帯
の
綬
慢
在
る
地

盤
の
上
昇
に
よ
っ

て､
汀
線
が
後
退
す
る
事
に
よ
白
梅
岸
線
に
治
っ
て
狭
少
を
砂
璃
地
が
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

俵
屋
新
田
は
於
け
る
乙
の
清
の
開
拓
は
埋
立
や
干
拓
に
よ
る
田
畑
の
起
立
よ
-
也
.
漁
業
者
'
商
業
者
等
の
馬
の
宅

地
の
築
戒
で
あ
る
鮎
が

一
般
新
円
の
場
合
と
異
な
る
O
斯
-
の
如

き
も
の
ま
で
､
新
田
の
中
に
包
含
す
る
は
極
め
て

共
に
.
俵
屋
の
特
椎
に

蹄

せ
ら
る
べ

き
も
の
で
､
俵
屋
の
藩
主
に
封
す
る
特
別
の
園
係
に
よ
カ
'
畢
在
る
新
任t
の
開

敬
老
と
云
ふ
地
棟
を
越

へ

て'
領
地
槽
は
相
似
た
支
配
槽
が
附
興

さ
れ

てゐ
ね
も
の
と
見
放

さ
る
べ

き
で
あ
ら
う
｡

妊
世
新
川
の

.I.&
例

志
七

三
五



也

求

妨

二
十
三
怨

節
凹
舵

二宍

三
六

俵
屋
新
田
の
新
地
に
就

い
て
は
荷
資
料
の
敏
之
と
不
揃
の
為
に
充
分
な
る
分
析
を
行
ふ
却
教
程
老

い
の
は
遺
憾
で

あ
る
が
､
慶
安
元
年
検
地
帳
は
よ
れ
ば
t
m
畑
惣
合
三
拾
試
町
飴
の
申
､
川
は
拾
町
飴
で
畑
屋
敷
が
二
拾
町
以
上
を

占
め
て
わ
な
｡
新
円
は
問
か
る
!
前
は
､
洪
積
層
の
焼
野
で
あ
っ
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
､
畑
地
が
多
-

な
つ
LJ
の
は
静
然
で
あ
っ
カ
0
水
H
の
三
分
ノ
二
は
日
根
野
村
傾
度
養
瀧
相
聞
は
あ
っ
た
7g
の
で
p
恐
ら
-
新
刑
の

起
立
は
禽

っ
て
敢
初
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ら
う
俵
屋
の
新
池
(
俵
屋
村
落
に
接
近
し
て
､
新
E=
の
段
組
内
は
あ
る
三
角

形
の
沌
)
よ
-
濯
配
水
を
供
給
す
る
弗
に
ょ
っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
伊
し
夜
が
ら
佃
濯
配
水
の
不
足
の
馬
に

此
魔
で
も
畑
地
の
方
が
燐
か
つ
ね
の
で
あ
る
が
､
前
述
の
如
-
liitTT'事
は
至
っ
て
､

沼地
が
史
に
新
設
rJる
ゝ
郡
は
よ

-
従
城
の
畑
は
勿
論
の
事
そ
の
他
の
荒
燕
地
も
､

殆
尤ど
水
的
化
ru
れ
た
も
の
J
様
で
あ
る
｡
薫
阜
以
後
の
資
料
に

田
畑
を
音
g
J分
け
た
も
の
が
な
い
為
に
､
そ
の
程
度
を
数
条
約
は
考

が
し
得
な

い
が
､
明
治
初
年
の
俵
屋
新
田
地
籍

周
は
よ
れ
ば
略
完
金
に
水
川
の
み
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
月
事
は
於
け
る
新
円
の
翰
加
は
日
収
野
ー
長
瀧
､
佐
野
の
三
相

内
は
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
'
乙
の
三
相
内
の
田
畑
の
み
が
新
溜
池
の
恩
恵
に
辞
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
､
遠
-
散
在
せ

る
EE
畑
は
封
し
て
は
麓
の
施
し
接
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
開
襟
以
来
畑
地
と
し
て
残
っ
た
も
の
が
多
-
､

囲
絹
場
の
如

き
は
前
記
地
籍
園
に
よ
っ
て
も
殆
A
ど
畑
地
の
み
で
あ
る
｡

田
畑
の
等
級
は
上
･中
･下
の
三
階
級
の
み
で
あ
っ
た
｡
階
級
の
分
布
は
､
本
新
川
の
根
接
地
で
あ
る
俵
屋
柑
附
近

ほ
比
較
的
に
上
川
'
上
畑
が
多

い
事
が
謎
め
ら
れ
る
だ
け
で

:
故
は
挙
均
し
て
居
-
､
上
｡申
･下
何
れ
も
和
常
は
錯

刺
し

て居
る
｡

右

膝
は
け~
芳

一
君
代
ー

畑
方
八
斗
代
と
の
み
記
ru
れ
賓
際
常
つ
で
見
て
も

階
級
は
よ
る
逓
減
は
行
は
れ

でむ
を



壬

lq-1蔓

1-･l
■■1ttユ

(りこ

い
｡
斯
-
て
は
等
級
を
設
け
た
意
味
が
な
-
在
る
の
で
あ
る
が
ー
石
盛
が
本
円
に
比
べ
で
非
常
に
低
率
で
あ
る
威
よ

-
1
叉
計
算
の
繁
も
省
け
る
為
は

7
通
-
ほ
決
め
た
も
の
で
あ
ら
う
｡
屋
敷
は
畑
と
同
率
で
八
斗
代
.で
あ
っ
た
｡
暫

(=1)

時
新
m
ほ
は
､
ど
の
程
度
の
高
鮎
が
行
は
れ
な
か
に
就

い
て
､
川
副

博

氏

は
良
政
記
聞
を
引
用
さ
れ
田
は

7
石
代
､

畑
は
克
斗
代
と
し
た
も
の
!
成
で
あ
る
と
ru
れ
て
ゐ
る
｡
之
と
比
較
す
る
な
ら
ば
俵
屋
新
円
の
畑
は
割
合
に
高
率
で

あ
っ
た
理
で
あ
る
｡
之
は
和
泉
の
大
阪
轡
岸
の
畑
地
は
古
凍
相
や
就
業
の
産
地
で
あ
っ
て
､
畑
の
収
益
率
が
他
は
此

(4
)

し
ヱ
向
い
都
が

一
厘
園
で
あ
っ
た
ら
う

13

殆
<
ど
同
時
に
開
か
れ
た
春
木
新

刑
の
場
合

を
見
る
な
ら
ば
m
t
畑
典
は

.i
石
代
で
あ
っ
た
O
ー
-
カ
は
､
田
は
俵
屋
新
附
と
同
様
四
ツ
で
あ
っ
た
が
畑
は
三
ツ
四
分
､
二
ツ
七
分
､
ニ
ッ
等
で

(I-.)

低
率
で
あ
っ
た
か
ら
.
を
の
評
慨
は
何
れ
を
来
し
と
し
ね
と
は
云
以
難

い
｡
本
m

の

ト

-

カ
は
各
村
粒
々
で
あ
っ
た

が

一
般
に
六
ツ
､
七
ツ
程
度
で
九
ツ
以
上
に
適
し
た
塵
も
少
-
な
か
っ
た
｡
隣
村
=
根
野
村
の
如

き
入
ヅ
八
分
九
伸

で
あ
っ
た
｡

翫
m
が
本
日
に
此
し
如
何
は
低
率
で
あ
ヵ
､
保
護
さ
れ
て
ゐ
ね
か
iJ
わ
か
る
｡

耕

地
の
匪

劃
は
不
規

則
で
､

1i
筆
の
面
精
が

.;
反
以
上
の
も
の
は
極
め
て
少
か
つ
ね
｡
耕
地
匿
割
の
埋
蓬
を
追
跡

す
る
は
興

味

あ
る
川

題
で
あ
る
が
､
小
間
の
資
料
が
硝
映
除
せ
る
馬
後
の
機
骨

は
徳
-
た
い
｡

批
①
糾
机
tr
代
の
和
叔
地
方
に
捌
す
る
二
三
の
雌
史
地
理
的
埠
然

妃
林
二
十
懲
i
舵

SJ
利
十
咋

③
恥
西
経
川
村
の
水
脈
に
あ
る
上
代
盛
〔石
感
)に
ょ
れ
ば
上
目
∵

九
(ニ
)J
中
日
.I.
八
二
､
九
)､
ド
川
'}'
七
(
i
'
八
)､
以
敷
.I'
八
(

rIJ
八
)'
上
州
二

六
(
fit
六
)'
中
畑
.iJ
.1<
(
1

..i
)t
I.L
畑
山
.
凹ー
(
.i.
糾
)'
耶
代
れ
､
抑
沢
内
が
仲
村
'
之
と
比
べ
る
と
依
朋
の

そ
れ
は
的
ん
ど
牛
分
で
あ
る
｡

･肘
上
米
t
｡il利
〓
綿
志

二
六
:･3

人
山
大
小

甘
川
刷
(納
材
)仰

江
1
時
代
に
放
け
る
潮
目
川
津
に
北
で

腫
史
地
川

北
十
位
41批

昭
利
二
郎

◎
増
村
些
二郎

:.t
利
川
淋
糾
非
木
材
の
新
川
川
銀

輪
的
史

研
究

叫
十

六
紙

昭
利
八東

八

月

敗
北
新
川
の
li=駅
側

義

外

三
七



地

球

㊥
前
掲

拝
刺
‖
藩
芯

四

一
訳
以
下

三

筋

二
十
三
谷

筋

鞘

既

天
〇

三
八

慶
安
元
年
検
地
帳
に
よ
れ
ば
'
俵
屋
新
凹
に
於
て
屋
敷
が
記
載
n
れ
ね
虞
は
､
日
根
野
相
聞
.
馬
場
柑
衝
､
長
瀧

柑
衝
､
津
田
村
閑
(
後
に
堀
村
衝
).
佐
野
相
関
､
揮
井
村
領
の
六
ヶ
所
で
あ
っ
た
.
こ
の
内
前
三
者
は
村
落
で
あ
ら
.

後
三
者
は
非
農
業
栄
蕗
で
あ
っ
た
｡

新
田
の
本
櫨
を
な
し
た
盛
は
前
述
す
る
如
-
､
日
放
野
村
筒
の
屋
敷
地
で
今
日
俵
屋
の
村
名
を
稀
し
て
ゐ
る
｡
此

盛
で
は
新
聞
の
起
立
に
際
し
て
著
通
行
は
れ
る
如
-
､
氏
醐
(
岡
崎
翻
就
)
､
寺
院
(安
養
寺
)が
設
け
ら
れ
て
'
新
田

金
鰭
の
糖
軸
的
中
核
と
も
n
れ
ね
の
で
あ
る
｡
寺
院
は
其
の
後
維
持
困
難
と
在
っ
た
馬
か
中
河
内
郡
恩
地
相
に
移
晒

し
､
氏
榊
は
明
治
に
在
っ
て
口
鵜
野
刺
融
に
金
肥
ru
れ
七
､
今
日
で
は
そ
れ
等
の
遺
枇
を
赤
す
る
の
み
で
あ
る
｡
(

俵

屋
東
方

一
粁
単
､
池
畔
の
小
丘
が
そ
れ
)
0

屋
敷
は
現
在
の
俵
屋
の
位
置
は
最
初
か
ら
置
か
れ
た
串
と
恩
は
れ
る
｡
を
の
大

dTJn
は
'
次
郎
右
衛
門

一
筆
二
畝

二
〇
歩
､
八
兵
衛
三
筆
六
畝

一
七
歩
(
三
畝
二
七
歩
､

一
畝
二
二
歩
､
二
八
歩
)'
四
郎
右
衛
門
凹
箪
四
畝
四
歩

(
一

畝
二
〇
歩
.

一
畝

.E
五
歩
'
二
四
歩
'

一
〇
歩
)'
忠
右
衛
門
三
筆
三
畝

一
六
歩
(
一
畝

41
0
歩
､

一
畝
八
歩
､
二
八

歩
)
他
に
各

l.
第

-1
0
少
の
屋
敷
を
持
っ
三
人
の
小
百
姓
が
あ
る
｡

一
般
収
検
地
は
土
地
の
.;
地
鮎
よ
-
他
鮎
に
向
つ
で
連
槙
的
は
行
は
れ
ね
筈
で
あ
る
か
ら
､
検
地
帳
の
記
載
も
を

sil
に
従
っ
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡
そ
れ
で
屋
敷
が
連
頂
的
注
記
服
さ
れ
て
ゐ
る
か
､
不
連
鎖
的
は
表
は
r
uれ
宅



ゐ
る
か
に
よ
っ
て
､
そ
の
村
群
が
ー
焚
付
な
-
や
勝
又
散
村
を
-
や
を
､
あ
る
轟
皮
迄
伺
以
知
る
却
が
で
F
uる
｡
此

魔
で
は
草

さ
れ
池
下
戒
は
九
輩
､
大
池
下
戊
は
二
審
､
浬

ノ
池
上
は
三
筆
が
蓮
潰
し
で
記

さ
れ
る
が
各
字
間
に
は
m

畑
が
記
載

ruれ
朝
隔
っ
て
ゐ
る
事
が
明
か
で
あ
る
｡
更
は
そ
の
内
容
を
槍
す
る
は
､

き
れ
地
下
で
は
屋
敷
地

一
箪
の

面
積
が
大

き
-
.
坑
屋
次
郎
右
衛
門
h
t始
と
し
て
年
寄
格
の
三
人
が
屋
敷
を
構

へ
た
廃
で
あ
っ
た
｡
之
に
反
し
て
､

揮
ノ
池
上
に
於
て
は
僅
か
は

一
〇
歩
の
宅
地
が
三
箪
あ
-
､
そ
の
所
有
者
の
名
前
の
上
に
附
頚
が
あ
っ
て
ー
仁
者
衛

円
内
､
太
郎
兵
衛
百
姓
等
と
沓
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
､
彼
等
の
内
宵
姓
(隷
属
農
)
で
あ
ゎ
小
作
人
で
あ
っ
た
革
が
わ
か

る
｡
(

附
肇
は
検
地
帳
の
制
定

さ
れ
た
時
よ
-
後
に
附
け
ら
れ
た
為
に
地
主
の
名
が
興
る
が
前
記
四
人
の
子
孫
で
あ
る

に
相
異
な

い
)
.

こ
の
他
に
極
め
て
零
細
を
m
畑
を
持
つ
五
人
の
宵
姓
が
あ
ら
'
同
じ
-
附
聾
に
よ
っ
て
､
仁
石
衛
門

宵
姓
二
人
､
太
兵
衛
百
姓

一
人
､
太
郎
兵
衛
百
姓
二
人
で
あ
る
｡
彼
等
に
鷹
す
る
屋
敷
地
は
俵
屋
新
田
金
鰭
の
何
魔

に
も
兇
潜
ら
な

い
か
ら
､
恐
ら
-
､
年
寄
格
三
人
の
名
義
に
な
っ
て
ゐ
る
屋
敷
地
の
中
､

1
畝
未
満
の
そ
れ
が
彼
等

は
よ
っ
て
住
居
n
れ
ね
事
で
あ
ら
う
｡
叉
地
主
の
屋
敷
の

一
部
に
部
屋
任
を
し
て
ゐ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
79
し
れ
覆

い
.
之
等
の
小
宵
姓
は
冊
教
の
常
初
よ
り
静
働
者
と
し
て
招
致
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
､
そ
れ

′卜1
の
地
主
は
隷
属
的

闘
係
に
あ
っ
た
79
の
で
あ
ら
う
｡
斯
-
て
､
村
落
の
形
態
は
'
地
主
階
級
の
荘
宅
を
中
心
と
し

て､
そ
の
周
囲
に
或
は

多
少
離
れ
た
塵
は
隷
属
農
の
小
屋
が
附
属
し
て
､
凝
基
的
散
在
と
も
栴
す
べ

き
形
態
を
と
っ
た
轟
が
明
か
で
あ
る
｡(1

)

村
落
の
起
立
に
際
し
て
取
ら
れ
た
開
聴
者
の
方
針
が
を
の
村
落
の
配
愈
珪
清
乃
至
潜
観
を
規
定
し
来
る
べ

き
は
柳
田

氏
が
夙
に
唱
導

さ
れ
た
如
-
で
､
俵
屋
新
円
の
現
寛
の
柑
群
景
観
は
主
と
し
て
開
発
普
初
の
村
落
組
織
に
負
ふ
虞
で

あ
る
.
第
二
岡
は
薪
池
の
西
岸
よ
-
酉
北
に
向
つ
で
撮
影
し
た
も
の
で
左
端
の
大
邸
宅
は
太
兵
衛
即
ち
菊
政
治
氏
宅

妃
壮
新
川
の
一
対
例

天
7

三
九



鴨
二
十
三
春

雷
円
_

l石
1

胃
0

そ
の
後
方
右
は
太
郎
兵
衛
屋
鼓
の

1
部
で
'

現
在
は
菊
家
の
分
嚢
が
住
ま

れ
て
ゐ
る
｡
右
希
の
小
屋
群
は
主
と
し
て
小
作
者
薄
の
住
居
で
あ
る
｡

･

俵
俺
村
民
の
生
活
に
も
村
落
起
立
に
於
け
る
地
主
と
小
作
人
の
明
瞭
な

る
区
別
が
何
残
さ
れ
て
ゐ
る
｡
最
も
有
情
と
件

へ
や
す
い
神
事
A
J胡
香
す

(2
)

る
に
俵
局
新
円
の
氏
神
岡
崎
紳
敢
に
は
内
座
な
る
慣
習
が
新
田
の
成
立
以

水
鏡
け
ら
れ
て
ゐ
る
｡
之
は
依
頼
に
ヰ
せ
れ
ね
者
を
全
部
座
付
帖
暮こ
登
生

し
､
右
座
､
左
座
に
分
っ
て
'
年
四
回
の
例
祭
と
行
う
も
の
で
'
価
椴
は

登
録
順
(
即
'
年
齢
順
)
に
従
ふ
の
で
あ
る
.
虎
が
左
右
庫
の
上
ーこ
四
つ
の

上
庫
が
A
か
れ
る
.
･4J爪
は
薪
右
術
円
座
'
太
兵
術
座
､
太
郎
兵
術
座
､

善
作
俳
で
あ
っ
て
､
乙
の
四
豪
の
子
孫
は
年
齢
の
如
何
に
拘
ら
ず
上
座
に

着
-
仕
凍
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
こ
の
事
は
俵
尾
の
村
落
生
活
に
於
て
､
新
円

開
発
者
蓮
が
永
-
享
有
し
凍
っ
た
特
樺
の
-]
つ
の
具
態
的
な
現
れ
と
云
ふ

串
が
で
き
る
｡

長
瀧
柑
額
に
放
け
る
.R
数
は
･7
.1
度
I;
茶
用
(
現
在
の
一
里
-;
)
及
二
軒

-Je.ほ
火
線
鵜
舟
せ
る
も
の
で
t

..
畝
以
上
の
尾
軟
玉
事
五
人
と

山
○
歩
の

局
数
が
五
隼
五
人
で
あ
っ
た

1
畝
以
上
の
局
数
所
有
者
は
領
地
も
和
音
持
I

っ
て
ゐ
る
か
ら
､
現
在
の
富
美
で
云
へ
ば
自
作
祭
小
作
農
で
､

7
0
歩
の



局
敗
は
住
む
:77'人
は
恐
ら
-
俵
屋
新
田
関
東
協
同
者
の
純
小
作
人
で
あ
っ
た
ら
う
｡

村
落
は
紀
州
術
道
に
潜
っ
て
締

付
式
は
並
ん
で
ゐ
た
様
で
あ
る
｡

掲
場
打
開
の
屋
敷
は
現
在
の
囲
持
場
の
村
落
で
あ
っ
て
､
屋
敷
は
宰
千
代
と
字
囲
苗
場
の
両
所
に
分
れ
ー
敢
大
が

二

1!
歩
で
六
歩
に
過
ぎ
な

い
も
の
が
五
第
も
あ
る
｡
所
有
者
側
か
ら
見
れ
ば
次
郎
右
衛
ーIIj
が
四
筆

(
二

一
歩
､
六
夢

の
屋
敷
三
筆
)
を
占
め
､
二
輩

二

.i
歩
の
嘉
宥
衛
門
､

..
四
歩
の
九
左
衛
門
､

一
〇
歩
の
情
左
御
門
は
屋
敷
は
狭

い

け
れ
ど
も
'
何
れ
も
〓
畑
五
､
六
反
む
持
っ
て
居
-
自
作
兼
小
作
と
云
ふ
程
度
で
あ
ら
う
｡
次
郎
右
衛
門
の
屋
敷
に

は
小
作
人
が
佳
人
で
み
た
串
で
あ
ら
う
O
銅
河
村
典
兵
衛
氏
の
家
が
昔
か
ら
此
塵
の
年
寄
格
を
務
め
て
凍
て
み
る
｡

村
落
の
現
丑
観
は
俵
屋
の
そ
れ
に
根
似
し
て
ゐ
る
｡

批
①
前
摘
耕

①
範
政
的
代
殺

し-ノ

堀
村
､
佐
野
利
､
楯
非
村
仇
に
於
け
る
屋
敷
は
何
れ
も

-.
箇
所
に
基
関
し
て
居
-
､
そ
の
所
有
者
は
､
殆
ル
ビ
各

部
俵
屋
新
川
内
に
新
地
を
有
せ
ず
､
屋
敷
の
大

き
さ
､
配
列
等
よ
-
見
て
､

一
種
の
捕
縛
地
を
形
勢
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
.
荘
園
に
放
け
る
市
場
､
叉
北
梅
迫
の
拓
殖
に
於
け
る
村
落
の
小
の
捕
絹
地
の
経
常
は
村
落
住
民
の
物
資
交
易

の
必
要
に
よ
っ
工
作
ま
れ
ね
も
の
で
､
市
場
又
直
縛
地
と
村
群
と
は
有
機
的
な
聯
組
h
t持
つ
も
の
で
あ
る
が
'
俵
屋

新
ーH
に
於
け
る
新
町
は
､
倣
崖
新
E;
村
民
の
必
然
的
要
求
と
し
て
覗
は
れ
か
79
の
で
は
在
-
､
本
質
的
な
意
味
に
於

妃

世

新

川

の

一
==
'..例

二
会

川

.i



地

球

節
二
十
三
懲

解

脱

班

志

望

7

け
る
新
田
と
は
重
々
別
緒
の
も
の
で
､
只
､
俵
屋
に
よ
っ
で
空

音

れ
･

同
じ
-
そ
の
支
配
の
下
に
あ
つ
た
と
云
ふ

だ
け
の
闘
係
を
有
す
る
に
過
ぎ
な

い
79
の
で
あ
っ
裏
｡

こ
の
内
､
堀
柑
領
内
の
そ
れ
は
､
紀
州
街
道
に
潜
っ
て

貝
塚
町
の
北
に
按
す
る
堀
新
町
の
起
原
を
な
す
も
の
で

五
筆

頭

二
畝

三

莞

這

二
畝
二
〇
歩
､
六
畝
七
%
p
三
畝

7
0
聖

二
<
要

義

)
絶
て
俵
屋
次
郎
右
衛
門
は
屈

し
て
ゐ
R
O
屋
敷
と
し
て
の

一
筆
の
面
積
が
新
田
申
最
大
で
あ
る
郭
､
日
根
野
相
補
は
放
け
る
次
郎
着
衛
門
の
屋
敷

地
は
他
の
年
寄
蓮
の
そ
れ
よ
-
狭

い
事
等
を
考

へ
合
せ
る
と
､
恐
ら
-
俵
屋
の
本
邸
が
此
塵
は
置
か
れ
て
ゐ
ね
の
で

ea]闘 〕

第 三 固 佐野新町町制
二二:::_-1喜:_-
Fi.iT :.:.=7-I--i"_｣:"-I.":_lJ土工 -:":Iリm Ⅲ二ヨⅢ

----=

は
な
か
ら
う
か
｡
此
地
は
城
下
岸
和
円
の
南
郊
は
替

っ
て
居

み
､
滞
鹿

へ
の

粗
仕
に
は
政
79
便
利
で
あ
る
川
で
あ
る
｡
屋
敷
の
配
置
は
西
村
式
の
も
の
で

あ
つ
ね
ら
う
○

佐
野
相
磯
学
佐
野
新
町
は
'
佐
野
の
北
海
岸
は
接
し
て
居

カ
､
慶
安
元
年

の
屋
敷
数
は
三
十
二
輩
五
反

一
五
歩
で
あ
っ
た
｡
こ
の
内
五
畝

1
0
歩
せ
笹

頭
と
し
て
八
箪

一
反

一
畝

一
歩
が
次
郎
着
衛
門
に
属
す
る
他
､
そ
れ
-
山＼

所

有
者
を
典
は
し
て
居
る
｡
そ
の
内
､
月

山
人
大
工
の
肩
番
が
あ
る
だ
け
で
､

其
の
他
の
住
民
の
職
業
は
直
接
に
は
知
ら
れ
な

い
｡
併
し
彼
等
が
耕
地
を
有

せ
ざ
る
部
.
場
所
が
海
潜
で
あ
る
事
､
現
在
の
居
住
者
を
見
て
も
漁
民
が
的

草
数
に
連
す
る
鮎
等
か
ら
し
一℃
､
大
部
分
は
漁
民
で
あ
っ
た
ら
う
｡

屈
政
の
大

q
Jr
Uは
五
畝
代

.i
(
俵
屋
有
)
三
畝
二
(
7
肇
俵
屋
有
)
二
畝
代
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八
､

.
1-次
代

.
ヒ
､

.
畝
J<
浦
四
で
あ
っ
た
｡

..
畝
以
上
の
も
の
で
､
何
歩
と
云
ふ
端
軟
を

作
ふ
も
の
は

二

は
封
L
t
端
数
を
作
は
幻
も
の
が

..
七
あ
･&
､
そ
の
内

.
畝
の
宅
地
が
'L

IC
筆
も
あ
る
｡
之
に
よ
っ
て
考
ふ
る
に
作
野
新
町
の
･宅
地
.ii
朗
の
滅
本
は

.
畝
で
あ
っ
た
ら

う
｡
そ
の
関
目
と
奥
村
の
判
人=
は
二
間
に

..
C
問
か
荻
川
に
人
閃
か
で
あ
っ
た
ら
う
｡

常
治
二
咋
約
三

反
の
畑
描
政
が
帳
舶
rJ机
､
貨
肺
LJ
年
の
水
虹
に
は
､
作
野
新
町
砧
敷

.)

町
M
L<
州
畝
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
｡
第
三
岡
は
大
小
帖
時
代
(
明
約
二
十
二
年
以
前
)
の
倣
.3
'潮

目
地
籍
榊
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
町
の
甚
劇
は
大
館
t
H
.TC
閲
に

7
正
閏
の
滋
方
形
の

ブ

ロ
ッ
ク
を
組
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
'
間
‖
よ
-
奥
行
が
捕
.iB
い
宅
地
が
作
中
(
目
せ
ほ
二
列

に
配

搾
rutt
的
二
間
の
道
路
に
痢
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡
之
は
恐
ら
-
慶
安
は
於
け
る
皆

初
の
七
地
計
11叫
の
成
式
を
受
け
松

い
だ
も
の
で
あ
ら
う
｡
従
っ
て
慶
公
の

▲
畝

一
1L
の
宅
地

は
関
目
..tlj
問
は
奥
行
大
関
で
あ
っ
た
ら
う
｡
妨
E
例
は
第
11̀
川
の

Y
州の
位
gi爪
に
あ
る
火
旭

松
i
lよ
-
北
応3
し
て
搬
つ
ね
岩
鼻
で
あ
る
が
'
櫛
比
す
る
人
家
が
葉
然
た
る
秋
･付
の
F
に
配

.kJ
し
て
ゐ
る
様
が
伺
は
れ
る
｡

僻
井
村
領
に
於
け
る
柑
政
は
･:+
え
び
す
十

.,

.
ナ
洛
成

∵

･:i
桁
非
人
苗
代
入
組
成
M
t

日
柄

√
三
十
二
肇
が
あ
っ
た
｡
こ
の
内
え
び
す
の
輔
政
は
次
郎
右
衛
門
に
屈
し
'
棉
非
人
･iZ

代
入
組
成
の
囲
肇
の
内
､
心
兵
衛
､
仲
井
太
郎
兵
衛
の
二
人
は
他
に
nI
畑
も
持
っ
て
居
た
0

此
後
の
僻
非
人
粥
代
入
糾
す
.一.十
一
一ftlの
宅
地
は
桁
井
村
非
の
成
っ
て
ゐ
る
粘
成
段
丘
の
･:i

虹
11ヒ
新
川
の
l
北
側

if八Ⅴ

円
三



地

球

節
二
十
三
谷

節
蛸
舵

二
八
六

p
p

下
は
作
ら
れ
た
新
町
で
あ
っ
て
､
を
の
宅
地
の
所
有
者
連
は
耕
地
を
有
し
な

い
人
達
で
あ
っ
た

｡

こ
の
敢
後
の
も
の
に
付

き
､
昆
敷
地
の
大

き
さ
を
見
る
ほ
､
韮
畝
代

山
､
拍
畝
代

二

三
畝
代
二
､
二
畝
代
二
､

1L
畝
代

一
三
､
山
畝
未
満

一
二
で
あ
-
､他
に
四
人
の
共
有
に
な
る
二
反

.1
7=SJ
.
〇
歩
と
云
ふ
屋
敷
地
が

-i
つ
あ
る
｡

之
を
佐
野
新
町
の
屋
敷
に
比
較
す
る
と
､
三
畝
以
上
の
大
局
数
と

一
畝
未
満
の
小
屋
敷
と
が
多
-
.
叉
何
歩
と
云
ふ

端
数
を
件
は
な

い
も
の
は
機
に
､
六
聾
で
､
概
し
て
屋
敷
の
大

き
さ
が
不
揃
で
あ
る
か
ら
'
佐
野
新
町
は
於
け
る
如

き
整
然
LJ
る
宅
地
甚
割
を
行
つ
ね
と
は
考

へ
ら
れ
ぬ
O
賓
際
大
小
匿
時
代
の
地
籍
図
は
よ
る
も
､
海
岸
は
潜
ふ
て
走

る
孝
子
越
構
造
の
両
側
の
植
村
で
あ
る
｡
虹
は
所
有
紬
係
を
見
る
に
､
佐
野
新
町
が
俵
屋
を
除

き
7
人

山
筆
で
'
そ

の
面
積
も
平
均
し
て
ゐ
な
の
に
反
し
'
此
虞
で
は
藤
兵
衛
二
筆
七
畝

一
三
少
を
最
大
と
し
､
太
郎
兵
衛
凹
筆
五
畝
二

歩
､
仁
兵
衛
二
箪
四
畝

一
九
歩
ヽ
苦
郎
衛
門

一
筆
四
畝

7
歩
等
の
昆
敷
特
と

7
畝
車
未
満
の
小
前
と
が
多

い
｡
之
は

住
民
の
内
容
が
佐
野
新
町
と
は
か
を
-,L
和
英
し
た
も
の
で
あ
っ
1
J
J
o
ぅ
覇
を
想
像
せ
し
ひ
る
｡
縛
遣
町
で
あ
る
事
､

樽
井
緊
蕗
に
於
け
る
渥
岸
地
帯
の
全
部
を
占
め
て
ゐ
る
鮎
等
よ
わ
考
ふ
る
に
､
漁
業
以
外
に
商
業
､
洗
掘
業
方
面
に

従
事
し
た
79
の
が
多
か
っ
た
都
と
恩
は
れ
る
｡

以
上
述
べ
た
新
町
並
は
村
落
に
於
け
る

一
般
在
民
は
如
何
ほ
し
で
如
何
な
る
地
方
よ
-
瑠
致
ru
れ
ね
も
の
か
､
称

賛
な
る
資
料
を
臥
ぐ
為
不
明
で
あ
る
が

一
般
に
は
近
隣
の
村
落
や
小
郡
邑
か
ら
移
任
し
た
事
で
あ
ら
う
｡
試
み
に
､

俵
屋
相
に
於
け
る
各
月
の
櫓
邪
寺
を
調
査
す
る
に
､
太
兵
衛
.
太
郎
兵
衛
の

一
統
は
佐
野
上
音
寺
で
あ
-
､
佐
野
妙

光
寺
梢
下
79
あ
ヵ
､
長
瀧
村
永
両
寺
'
日
収
野
付
蓑
眼
院
櫓
下
も
数
軒
あ
る
｡
寺
院
と
そ
の
櫓
下
は
必
L
も
地
域
的

に
結
<
-.
し
て
ゐ
在

い
か
ら
､
槌
屋
村
民
の
厩
潮
音
所
在
地
を
以
で
直
ち
に
そ
の
出
所
と
な
す
串
は
不
可
能
で
あ
る
け



れ
ど
も
､
住
民
が
近
郷
各
地
か
ら
寄
せ
基

め
ら
れ
カ
で
あ
ら
う
轟
は
想
像
r
J
れ
る
｡
尤
も
囲
市
場
の
年
寄
格
川
村
興

兵
衛
氏
の
北
風
は
状
衆
の
落
武
者
で
.
以
前
は
系
閲
も
磯
っ
て
ゐ
ね
と
云
は
れ
る
｡
斯
-
の
如

ir,J浪
人
的
分
子
も
勿

葡

‥
部
分
参
加
し
ね
で
あ
ら
う
串
は
近
世
初
期
は
於
け
る
新
m

7
椴
の
例
よ
-
し
て
首
肯

さ
れ
る
虞
で
あ
る
｡

放

言

泉
璃
地
方

.i
七
ケ
村
に
亙
っ
て
散
在
し
な
が
ら
も
､
先
に
は
俵
屋
､
後
に
は
菊
家
を
庄
屋
に
戴
き
､

.i
村
を
形
成

し
て
兼
ね
俵
屋
新
m
は
､
明
治
二
十
二
年
四
月

.i
日
町
村
制
の
施
行
は
際
し
て
.
日
根
野
村
に
合
併
す
る
輩
と
在
っ

た
｡
そ
の
時
大
部
分
の
飛
地
は
隣
接
町
村
に
併
合
さ
れ
な
の
で
あ
る
が
､
馬
場
押
領
閲
市
場
及
樽
井
村
額
の
も
の
は

荷
俵
屋
新
田
と
し
て
雄
-
.

従
っ

て日
根
野
付
の
飛
地
と
在
っ
た
｡

併
し
な
が
ら

日
根
野
役
場
よ
わ
遠
-
離
れ
､

却
っ
て
樽
非
村
役
場
に
近
接
し

てゐ
る
馬
蓬
に

明
治
四

一
年

二

月

一
日
を

以
て
樽
井
村
に
偏
入
さ
れ
る
事
と
在

っ
た
｡
斯
-
て
近
世
新
m
の

.i
崎
型
兄
で
あ
っ
た
俵
屋
新
刑
も
断
機
し
誼

ruれ
'
四
三
年

一
二
月
よ
-
新
附
の
呼
綱

も
厳
し
で
名
栗
北
ハに
普
通
の
村
落
に
入
っ
た
｡
只
､
堀
及
佐
野
に
於
け
る
尾
敷
地
は
今
日
も
問
新
町
と
栴
ru
jt
で
ゐ

る
0近

時
大
阪
工
業
地
帯
の
発
展
の
批
難
と
し
て
'

泉
摘
地
方

に

も

､
都
柿
農
相
を
選
ば
ず
､
大
小
の
工
場
が
放
出
し

て
架
蕗
の
悲
観
や
機
能
は

一
見
甚
だ
し
-

一
様
化
し

て
ゐ

る
棟

に
E
･S
は
れ
る
が
､
甜

一
歩
踏
み
込
凡
で
観
察
す
る
な

ら
ば
樽
続
の
力
が
各
方
面
に
戚
ぜ
ら
れ
る
0
更
に
新
し
さ
も
の
と
経
も

巾
さ
も
の
J
地
盤
の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ

っ
て
､
薦
裸
の
地
主
が
そ
の
焼

き
邸
宅
の

.j
{
を
改
造
し
､
工
場
は
仕
宜
で
1
産
業
資
本
家
と
し
て
覗
は
れ
ね
に
封
し

妃
北
潮
目
の

ti鵜
.例

天
心

凹
誠



地

球

節
二
十
三
各

節
四
雛

天

八

倒
六

小
作
人
の
子
女
は
'

そ
の
工
場
は
於
け
る
券
偽
者
の
任
務
を
引
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
常
で
の
俵
屋
新
ロー
に
放
て

も
､
そ
の
新
町
の
附
並
は
申
す
迄
も
を
-
､
俵
屋
､
一
旦
川
､
閣
柿
場
の
村
落
は
放
て
79
工
場
が
設
立
n
れ
て
ゐ
る
｡

そ
こ
に
営
ま
れ
る
､
新
し

さ
生
活
が
奮
衆
の
停
統
h
l如
何
は
改
塾
し
て
行
-
か
は
今
後
の
問
題
で
あ
ら
う
｡

弧
記
､
琉
料
の
供
出
を
許
さ
れ
'
柁
々
の
古
伸
に
付
き
御
教
示
下
さ
っ
た
日
根
野
村
長
新
政
治
氏
及
川
柑
輿
兵
術
氏
に
状
謝
す
る
O
･2
こ
の
柿
庇
の
不

光
条
な
記
述
に
も
数
桝
の
邪
他

州
充

を
必
嬰
と
し
た
が
､
そ
れ
は
取
捌
･l=･=
三
官
印
鉛
記
念
骨
の
助
成
に
ょ
つ
て
行
ひ
柑
た
も
の
で
あ
る
｡

北
海
遺
贈
振
閣
山
越
都
ボ

ン
セ
イ

ヨ
ウ
べ
ツ

及
び
夏
路
の
瀬
棚
統
月
催
石
に
就

い
て

北
海
道
南
西
部
の
新
捷
代
暦
は
就

い
て
澱
近
長
尾
巧

博
士
､
佐

々
保
雄
撃
士
の
詳
細
を
御
研
究
に
依
-
､
同

地
方
の
瀬
棚
就
(
上
部
鮮
新
世
)
に
は
多
数
の
月
化
石
が

含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
に
な

っ
た
｡
筆
者
は
去
年

の
夏
山
越
郡
八
雲
町
に
在
る
穂
川
曲炭
場
に
遊
び
､
其
の

間
附
近
に
鷹
す
る
化
石
を
採
基
し
た
の
で
此
庭
に
其
の

大

炊

御

門

経

輝

概
略
を
述
べ
た

い
と
瓜
ふ
｡

八
雲
町
は
噴
火
轡
に
臨
み
'
圃
舘
か
ら
親
賂
八

一
二

粁
､
急
行
で
約
二
時
間
の
感
に
あ
る
｡
飴
談
で
あ
る
が

八
雲
町
は
明
治
十

1
年
嘗
尾
張
藩
主
穂
川
慶
勝
僕
が
北

海
道
開
拓
と
士
族
授
産
の
馬
に
開
拓
使
か
ら
此
の
土
地

に
官
有
原
野
地
の
下
附
を
受
け
薦
藩
士
申
よ
-
志
望
者


